
長沼町地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

①長沼・栗山線

・輸送人員10,000人、運送収入900千円、運送費10,890千円

②幌内・西６線・千歳橋線

・輸送人員2,800人、運送収入210千円、運送費9,196千円

③南長都線

・輸送人員6,500人、運送収入460千円、運送費9,196千円

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標 平成３０年６月２２日 平成３０年度第１回協議会
を開催
主な協議事項
・地域公共交通確保維持改善事業について
（生活交通確保維持改善計画の策定）

平成３１年１月１６日 平成３０年度第２回協議会
を開催（書面会議）
主な協議事項
・事業評価について

平成３０年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

本町において進行する人口減少・高齢化の問題の一つとして、地域住
民の移動手段の確保が挙げられる。高齢化社会への対応と安全で安
心な移動を可能とする“地域の足”の確保、公共交通空白地域の解消と
地域間幹線である民間バスとの結接等、バスサービスの向上と生活交
通の維持確保のためデマンド型交通を導入し、併せて町営バス路線を
再編する。
デマンド型交通の導入により合理的な運行を実施し、併せて環境負荷
軽減に寄与する交通体系の確立を目指す。

〇長沼・栗山線 ～ ・営業区域 長沼町 ・発着地 りふれ ・１日５便（日祝３便）
〇幌内・西６線・千歳橋線 ～ ・営業区域 長沼町 ・発着地 りふれ ・１日４便（日祝２便）
〇南長都線 ～ ・営業区域 長沼町 ・発着地 りふれ ・１日４便（日祝２便）

地域公共交通の現況

・ＪＲバス（大谷地ターミナル～長沼方面）
・夕鉄バス（夕張～新さっぽろ）
・中央バス（岩見沢長沼線）
・町営バス（路線バス １路線）
・スクールバス（２路線）

運賃 大人200円
小児・65歳以上100円
小・中学生の通学無料



平成３０年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

〇高齢化社会に対応した“地域の足”の確保、公共
交通空白地域の解消とバスサービスの向上、生活交
通の維持確保のためデマンド型交通を導入し、併せ
て町営バス路線を再編する。
デマンド型交通の導入により合理的な運行を実施
し、併せて環境負荷軽減に寄与する交通体系の確立
を目指す。

〇平成２９年度に引き続きデマンドバス３路線の運行
を実施し、交通空白地域の解消、ドア・トゥ・ドアの実
施等利便性の向上を図った。

○実証期間（平成２１年１０月～平成２４年３月）
実証運行地区説明会 計１５回
住民・利用者アンケート調査 計６回
ニューズレター発行 計７回

〇平成３０年度では長沼・栗山線の通学時間帯にお
いて混雑の解消を図るべく、状況に応じて臨時便を
導入し、円滑な輸送サービスを展開した。また、本デ
マンドバス事業に係る出前講座を実施。認知度向上
及び新規利用者の開拓を図った。

２

２）運行系統



３

３）利用実績

４）収入実績
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長沼・栗山線(H29)
計10,547人
長沼・栗山線(H30)
計10,248人
幌内・西６線・千歳橋線(H29)
計2,135人
幌内・西６線・千歳橋線(H30)
計1,976人
南長都線(H29)
計7,438人
南長都線(H30)
計6,633人
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長沼・栗山線(H29) 
計1,083,803円
長沼・栗山線(H30) 
計949,660円
幌内・西６線・千歳橋線(H29)
計186,204円
幌内・西６線・千歳橋線(H30)
計142,631円
南長都線(H29)
計393,240円
南長都線(H30)
計311,536円



②幌内・西６線・千歳橋線

計画に位置付けられた目標を達成できていない点があっ
た。

・輸送人員2,800人（目標）⇒1,976人（実績）

・運送収入210千円（目標） ⇒142千円（実績）

・運送費9,196千円（目標） ⇒5,505千円（実績）

定期的に利用していた複数の高齢者住民が施設入所や転
居等の理由でいなくなったこと、医療機関による会員制送迎
バスの利用によりデマンドバスに乗車する必要がなくなった
こと等から、乗車人員・運送収入が減少したものと考える。

運送費については目標値に対し大きく抑えることができた。
他の路線と比較し運行回数が少なく走行コストそのものがか
からなかったことが挙げられる。

③南長都線

計画に位置付けられた目標を達成できていない点があっ
た。

・輸送人員6,500人（目標）⇒6,633人（実績）

・運送収入460千円（目標）⇒311千円（実績）

・運送費9,196千円（目標）⇒9,270千円（実績）

４

〇長沼・栗山線～計画通り適切に実施されている。

〇幌内・西６線・千歳橋線～計画通り適切に実施されている。

〇南長都線～計画通り適切に実施されている。

５）事業実施の適切性

６）目標・効果達成状況

①長沼・栗山線

計画に位置付けられた目標を達成できていない点があった。

・輸送人員10,000人（目標）⇒10,248人（実績）

・運送収入900千円（目標）⇒950千円（実績）

・運送費10,890千円（目標）⇒13,671千円（実績）

輸送人員については昨年度実績より減少したものの、目標値
を上回る結果となった。他の路線に比べ学生の利用が多く、
安定して利用者数を維持している。

運送収入についても昨年度実績を下回ったものの目標金額
は達成した。利用者減に比例した結果と考える。

運送費については主に人件費の単価増や燃料の高騰、車両
修繕等の影響に伴い、目標値を大きく越えてしまう結果となっ
た。



５

輸送人員については昨年度実績より減少したものの、目標値
を上回る結果となった。運送収入については昨年度実績を下
回り、目標金額にも及ばず。

輸送人員及び収入の減に関しては、大きな要因として町外か
ら実習に来ていた大学生の利用頻度が減少したこと等が挙げ
られる。

運送費については主に人件費の単価増や燃料の高騰、車両
修繕等の影響に伴い、目標値を越える結果となった。

定期的にバスを利用していた高齢者住民においては、体調
不良による入院や家族のいる町外への転居、医療福祉施設
による会員制送迎バスの利用等により、デマンドバスの利用
から遠ざかる傾向にある。
利用者の利便性を確保するべく運行範囲の検証やダイヤの
見直し等、ニーズを把握しながら検討していくとともに、コスト
面においても効率的な運行を目指すことで経費削減を図る。
また、今年度においては町ホームページを見た町内外の方
からデマンドバスに関する問合せ（バスの概要や運行区域、
利用方法、乗車料金、運行時間等）が以前より多く寄せられ
た。微力ながら広報活動の効果が表れているものと推測する
が、依然として全体の認知度は低いものと考える。
引き続き広報ＰＲ等、高齢者のみならず新規利用者の開拓
を狙いながら、デマンドバスの更なる認知度向上を目指す。

７）事業の今後の改善点

・自己評価のとおり、事業は適切に実施されている。
・目標にある輸送人員については、3系統中2系統で目標を
達成しているものの、各系統ともに前年度よりも減少してい
ることから、改善点に挙げているように運行範囲・ダイヤの
見直し等の利便性確保、及び効果的な広報活動が期待さ
れる。
・また、収支については燃料費等に左右されるところはある
が、引き続き効率的な運行による収支改善に取り組まれ持
続可能な事業となることを期待する。

８）地方運輸局における二次評価結果


